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技術ロードマップ作成のための特許分析に関する考察 

 
○田口真言，中島一郎（東北大学） 

 
 
1. はじめに 
 技術ロードマップは 1970 年代後半にモトロー

ラ社で作られたのが始まりであり，そのことが

1987年にWillyardらによって論文として紹介され

たことによって．学術的に研究されるようになっ

た[1]．その後，柔軟性の高い手法である技術ロー

ドマップは多様な目的に使用され，企業のみなら

ず産業や国家レベルなど幅広い領域に応用されて

いる．科学時術の急速な発展，市場のグローバル

化に伴い，研究開発の効率化がますます重要にな

ってきた中で，企業が製品計画を行なうための手

法として，技術ロードマップが挙げられることが

多い． 
 技術ロードマップにおいては，用いられる情報

の範囲やレベルが参加者に依存する，コスト・労

力・所要時間が過大になりがちであるという欠点

が指摘されている．これを克服するために，ロー

ドマップ作成の準備段階で特許情報を活用する手

法が提案されている．環境対策として注目を集め

る「ディーゼルエンジン」のケースについて，こ

の手法の有効性を検証・分析する． 
 
2. 技術ロードマップ 
 
2.1. 技術ロードマップの定義 
 技術ロードマップは様々な定義がされているが，

Probert らによると，技術ロードマップの最も典型

的な定義は，「あるステークホルダーのグループが

望むことを達成するためにはどうすれば良いかに

ついての展望である.ロードマップの目的は，目標

を達成するために正しい時間，場所に正しい能力

があることをグループで確実に実行することを支

援することである．」[2] 
 典型的な技術ロードマップは図１のように示さ

れる．市場，製品，技術，R＆D プロジェクトと

いうように商業的な展望と技術的な展望の両方を

含む多層構造になっており，それぞれの進化の展

望とその関係がリンクによって示されている時間

軸に基づく図である． 

 
図 1 典型的なロードマップ [3] 

 
2.3. 技術ロードマップの特徴と利点・欠点 
技術ロードマップの特徴として，Bastiaan de 

Laat[4]は，「将来的に可能で実現しようとするアイ

デアに基づいており，技術的な決定論によって導

かれるものではない」,「小さなグループによるデ

スクワークではなく，集団によるプロセスである」

と述べている．多くの人を集め，技術的な視点か

らではなく，商業的な視点から考えていき，知識

を統合していく点が技術ロードマップの特徴であ

り，そのプロセスは参加者に依存する． 
このような特徴から，技術ロードマップの利点

と欠点が浮かび上がる．利点として Probert らは，

「異分野の人材を集めることで，情報と展望を共

有化する機会を与える」，「コミュニケーションを

促し，戦略的計画について考える共有のフレーム

ワークを与える」といった点を指摘している[2]． 
一方，技術ロードマップの欠点として，Yoon ら

は，「技術ロードマップの作業に使用する市場，競

争相手，技術に関する 情報が作業に参加する専

門家に依存してしまう傾向がある」，「時間，コス

ト，労力がかかる．このことが多くの企業（とり

わけ中小企業）において， ロードマップ作成を妨

げる要因になっている」という点を指摘している

[5]． 
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3. 先行研究 
 
3.1. Kostoff et al.(2004) 

情報が参加者に依存してしまう技術ロードマッ

プでは，どのように参加者を決定すればよいかと

いう点が問題となる． 
Kostoff らは，ロードマップの作業に参加する専

門家の決定にLiterature-based discoveryを用いる手

法を提案している[6]． 
Literature-based discovery とは文献のつながりを

通して間接的に問題の解決法を見つけるというも

の で あ る ． た と え ば ， Swanson に よ る

Literature-based discovery の最初の研究では，レイ

ノー病の治療法を見つけることを目標とし，レイ

ノー病というテーマは血液の粘性と強い関係があ

ることを見出した．そして，血液の粘性に関係す

る文献から，魚の油に含まれるエイコペタ酸がレ

イノー病の潜在的な治療法であることを突き止め

た．この発見は，その後の臨床試験によって裏付

けられた． 
この Literature-based discovery によって，問題と

するテーマから，潜在的な解決策となる複数のテ

ーマを見出すことができる．Kostoff らは，それら

のテーマに関係する専門家を集めてロードマップ

の作成を行うことで，破壊的な技術（disruptive 
technology）となりうる技術を特定し，製品開発へ

つなげることができるとしている． 
 
3.2. Yoon et al.(2008) 

また，情報が参加者に依存してしまう問題に加

え，コスト・労力・所要時間の問題もある．これ

らの問題を克服するための手法として，Yoon らは，

テキストマイニング（単語の出現頻度の分析，共

語分析）によって特許文章と製品マニュアル，カ

タログから鍵となる情報を取り出した後，

Morphology Analysis を用いて，製品開発のための

技術ロードマップを作成する手法を提案している．

Morphology Analysis とは「技術的，組織的あるい

は社会的な問題を構成・解析するために，対象を

いくつかの基本的な要素に分解し，数量化せずに

モデル化するアプローチ」である[5]．Yoon らは，

この手法を携帯電話のロードマップ作成に適用し

たケーススタディを行なっている．この中で，製

品の要素と技術の要素の相関関係を把握し，次期

製品の構成を予測したロードマップが描けること

を示した． 

Yoon らの手法では，製品と技術の要素とそのレ

ベルを規定する Morphology Matrix（表 1）の作成

には専門的な知識が必要である．しかし，製品と

技術の要素が Morphology Matrix で規定したレベ

ルを超えて変化をすることがなければ，ロードマ

ップの更新の際にコスト・労力・所要時間を大き

く抑えることができると考えられる． 
 
表 1 Morphology Matrix（携帯電話の例）[5] 

 
 
3.3. Lee et al.(2008) 

Lee らは，情報が参加者に依存してしまう問題

という問題を克服するために，ロードマップ作業

の準備として，米国特許文章の概要をテキストマ

イニング（単語の出現頻度の分析，共語分析）に

よって分析する手法を提案している[7]． 
具体的には特許文章を期間別に分析することで，

それぞれの期間において出現頻度の高い単語や単

語同士のつながりの強さを把握し，その結果を 3
種類の図に整理している．3 種類の図はそれぞれ，

Keyword Portfolio Map（図 2），Keyword Relationship 
Map，Keyword Evolution Map と呼ばれている．こ

れらの図を使用することで，専門家の情報に依存

せずにロードマップの作成が可能となる． 
 

 
図２ Keyword Portfolio Map [7] 

 
Lee らは携帯電話と発電プラントでのケースス

タディを行なっており，発電プラントの例におい
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ては作成した図を Korea Industrial Technology 
Foundation (KOTEF)でのロードマッピング作業に

使用している．このロードマッピング作業の参加

者からは，いままで他の特許分析法によって得て

いたものより有益な情報が得られ，専門家にとっ

てコストや時間の削減に役に立つだろうという示

唆を得たことが報告されている． 
 
3.4. まとめ 
指摘されている技術ロードマップの欠点を克服

するため，特許情報などを活用する手法がいくつ

かの先行研究において提案されている．これら先

行研究の比較を表 2 に示す． 
Kostoff らの手法ではデータベース上のすべて

の文章を分析する必要があり，コストがかかるこ

とが想定される． 
また Yoon らの手法では，Morphology Matrix を

専門的な知識によって定義する必要であり，

Morphology Matrix で規定したレベルを超えて変

化には対応できない． 
Lee らの手法は，分析手法が単純であり，非専

門家に委ねられる部分が大きい．また，ロードマ

ップの準備段階に適用する手法であり，専門家に

よるロードマップ作業を前提としている．そのた

め，技術ロードマップの利点を活かしつつ，欠点

を補うことが出来る手法だと考える．  
 

4. 研究手法 
Lee らの手法を基に分析を行い，期間設定の方

法について考察する．期間設定が適切であれば，

頻出語の動向が Keyword Evolution Map 上に反映

される．このとき，Keyword Portfolio Map 上では

「Emerging keyword→Core keyword→Established 
keyword→Declining keyword」というライフサイク

ルを回る頻出語が多くみられると考えられる． 
Lee らの手法では，製品マニュアルとテクノロ

ジー・ツリーを参照することによって，頻出語の

中から，製品属性の語と技術属性の語を定義した

上で分析を行なっている．しかし，ここでは頻出

語の動向に着目するため，出現頻度の高い上位

100 語の名詞について分析を試みる． 
 
5. 研究対象・分野 
 企業が製品計画のために作成する技術ロードマ

ップを対象とし，技術分野としては，環境対策と

して注目を集める「ディーゼルエンジン」を考え

る． 
ディーゼルエンジンは，1995 年からコモンレー

ル方式燃焼噴射装置の市場投入で特許出願件数が

増加しており，2007 年以降，国内自動車メーカー

も国内や米国市場へのディーゼル乗用車本格投入

の動きがある[8]．企業にとってロードマップが必

要であり，米国特許の分析を用いた本手法の適用

が有効であると考えられるからである． 
 

表 2 先行研究の比較 
 Kostoff et al.(2004) [6] Yoon et al. (2008) [5] Lee et al.(2008) [7] 

目的 参加者の決定 参加者への依存を低減 参加者への依存を低減 
分析手法 Literature-based discovery 

Phrase Frequency Analysis 
Morphology Analysis 
単語の出現頻度の分析 
共語分析 

単語の出現頻度の分析 
共語分析 

分析対象 データベース上のすべての

文章 
米国特許（概要） 
製品マニュアル・カタログ

米国特許（概要） 

ケーススタディ なし 携帯電話 携帯電話，発電プラント 
アウトプット disruptive technology の候補

となるテーマ 
製品技術ロードマップ Keyword portfolio map 

Keyword relationship map 
Keyword evolution map 

問題点 実施が報告されていない． 連続的な値の導入（時間，

重さなど）ができない． 
Morphology Matrixの作成に

専門的な知識が必要． 

連語の分析ができていない．

期間分類の妥当性が不明． 
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図 3 「ディーゼルエンジン」の Keyword Portfolio Map（期間 2～期間 3） 

 
6. 分析 
 米国特許商標庁（USPTO）のデータベースか

ら”diesel engine”で検索し，該当した特許の概要

を抽出した．その特許の公開年に基づいて 5 年毎

の期間に区切り，分析を行った（表 3）．その後，

期間 1～期間 2，期間 2～期間 3，期間 3～期間 4
の合計 3つのKeyword Portfolio Mapを作成した． 

一例として，Keyword Portfolio Map（期間 2
～期間 3）を図 3 に示す．横軸の Absolute size
はその単語の期間 3 における出現回数を表し，縦

軸の Increasing rate は期間 2 からの出現回数の

増加率（期間 3／期間 2）を表している． 
 

表 3 期間の分類と該当特許数 

 
7. 考察 
先行研究のようにKeyword Portfolio Mapを描

くことによって， 頻出語を Emerging keyword, 
Core keyword, Established keyword, Declining 
keyword と分類することは難しいだろう．しかし，

Keyword Portfolio Map 上の語の軌跡を追うこと

によって，技術の動向を読み取ることはできるの

ではないかと考える． 
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期間 期間１ 期間 2 期間 3 期間 4 
特許公

開年 
1989～
1993 

1994～
1998 

1999～
2003 

2004～
2008 

特許数 426 411 611 634 
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